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腎孟尿管転移をきたした前立腺癌の1例

市立芦屋病院泌尿器科(部 長 吉田隆夫)

前 田 信之,吉 田 隆夫

METASTATIC TUMOR OF RENAL PELVIS AND URETER 

   FROM PROSTATIC  CANCER  : A CASE REPORT

      Nobuyuki MAEDA and Takao YOSHIDA 
From the Department of Urology, Ashiya Municipal Hospital

   An 86-year-old man was admitted to our hospital with a complaint of gross hematuria. 
Urological examination revealed right hydronephrosis and poorly differentiated adenocarcinoma of the 

prostate with bone metastases. Abdominal computed tomographic scan and retrograde pyelography 
showed thickening of the ureteral wall with irregular stenosis in the right upper ureter. Right 
nephroureterectomy demonstrated diffuse lymphatic infiltration of PSA-positive cancer cells in the 
submucosa and muscle layer of the ureter as well as renal pelvis. This is the 6th reported case of 
metastatic ureteral tumor from prostate cancer in the Japanese literature. 

                                              (Acta Urol. Jpn. 45: 273-275, 1999) 
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緒 言

前立腺癌の転移部位 としてはリンパ節,骨,肺 など

が多いが,腎 孟,尿 管に転移することは稀である.今

回われわれは腎孟尿管転移をきたした前立腺癌の1例

を経験 したので若干の文献的考察を加えて報告する.

症 例

患者:86歳,男 性

主訴:無 症候性肉眼的血尿

既往歴:1991年 に 胃癌 にて 胃亜全摘術 を施行 されて

いる.

家 族歴:特 記すべ きことな し

現病歴:1996年ll月 頃 に突然,無 症候性 肉眼的血尿

が出現 したが放置 していた.1997年7月 に再 び肉眼的

血尿が出現 し当科受診 とな った.超 音波検査で右腎 に

水 腎症 と嚢 胞 を認 め,直 腸診 では前立 腺 は石様 硬で

あった.膀 胱鏡 検査で は膀胱内 に腫瘍 は認めず,両 側

尿管 口も異常 を認めなか ったが,前 立腺部尿道 は表面

不整 であ った.こ の ため精査 加療 目的 に当科入 院 と

なった.

検 査所見:末 梢血検 査でHb10.9g/dlと 若 干の貧

血 を認 め たが血液 生化 学検 査 で は異常 所 見 を認 め な

か った.腫 瘍 マ ーカーで はPSA(グ ラ オザ イ ムPA

正 常値2,2ng/m1以 下)が31.3ng/mlと 高 値で あっ

た が そ の 他CEA,CAI9-9,CA125は 正 常 範 囲 で

あった.尿 細胞 診はPapanicolauclassIIで あ った.

入 院後経過:入 院にて まず前立腺生検 を施行 した と

ew
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Fig. 1. Computed tomography showed thick-
       ening change of right upper ureter 
       (arrow).

ころpoorlydifferentiatedadenocarcinomaと の 病理

診断 であった.こ れ と平行 して水腎症 の精査 も施行 し

た.IVPで 右 腎 にi嚢胞 と水腎症 を認 め,腹 部CTで

は右 上部 尿管 の壁が肥厚 してお り造影で は不整 にen-

hanceさ れ た(Fig.1).CT上 で骨 盤内お よび傍大動

脈 リンパ節 の腫大 を認 めなかったが,骨 シ ンチで骨転

移 を認 め前立腺癌 のstageはD2で あ った.こ れに よ

りホルモ ン治療 を行 うこととし,腰 椎麻酔下 で両側精

巣摘 出術 と逆行性 腎孟造影 を施行 した.分 腎尿が うま

く採取 で きなか った ため造 影 のみ行 った ところCT

で 見 られた よ うに上部 尿 管 に狭窄 部 を認 め た(Fig.

2).こ れ に よ り右 水腎症の原因 は前 立腺癌 とは別に上

部尿管 の腫瘍性病 変が考え られた.患 者 お よび家族 と

相談 した結果,右 尿管 に関 して も手術 治療 を行 うこと

とした.
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Retrogradepyelographyshowedob-
strucdvechangeoftherightupper
ureter(arrowhead).

手術所見:腰 部斜切開で後腹膜腔に達 した。右上部

尿管の狭窄部は硬 く周囲と癒着 していたが,他 臓器と

の腫瘍連続性は認められなかった.ま た狭窄部以下の

尿管は触診上正常 と思われた.年 齢 も考慮 し尿管を膀

胱直上で結紮切断し右腎尿管を摘出した.

病理組織所見:尿 管の狭窄部は粘膜下の間質および

筋層内のリンパ管に腫瘍細胞を認めたが,尿 管粘膜に

は異常 を認めなかった.ま た腎孟 と尿管断端にもわず

かであるが同様の腫瘍細胞を認めた.前 立腺からの転

移が疑われたためPSA染 色を施行 したところ,リ ン

パ管内の腫瘍細胞が染色 され,前 立腺癌の腎孟尿管転

移との病理診断であった(Fig,3).

術後経過:術 後経過は良好で精巣摘出後1カ 月目の

採血で血中PSAは0.1ng/mlと 正常化 していた.術

後9カ 月を経過する現在 も再発の徴候を認めていない.
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Fig。3a.Trans-rectalneedlebiopsyofprostate

revealedmoderatelydifferentiated

adenocarcinoma(H,E.stain,×200).
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Fig.3b.Histologicalfindingofobstructive

segmentoftherightupperureterre-

vealedmetastaticadenocarcinoma

丘omprostate(PSAstain,×200)・

考 察

転移性尿管腫瘍は比較的稀な疾患であり,前 立腺癌

においても転移部位 としてはリンパ節,骨,肺,膀 胱

などが多 く腎孟尿管に転移 した報告例は少ない.転 移

性尿管腫瘍は近接臓器か らの直接浸潤 と区別するため

にPresmanら1)に より定義され,1)尿 管壁内に腫瘍

細胞が存在 し,近 接臓器よりの尿管への直接浸潤がな

いこと,2)尿 管の リンパ管内または血管内に腫瘍細

胞が存在すること,の いずれか一方を満たすこととさ

れており一般的に認められている.本 症例においては

尿管を膀胱直上で切断 しているため,膀 胱内および壁

内尿管に腫瘍細胞が存在 しているか否か不明である.

そのため前立腺癌が膀胱を介 し尿管,腎 孟へ と浸潤 し

ていったという可能性は否定 しきれないが,膀 胱鏡所

見で膀胱粘膜,尿 管口に異常を認めなかったこと,病

理組織で リンパ管内のみに腫瘍細胞が認められること

よりリンパ行性の転移と考えられた.

転移性尿管腫瘍の本邦報告例は自験例を含め63例 目

と考えられ,原 発巣に関 しては胃癌が最 も多 く,つ い

で腎癌である2)前 立腺原発においては6例 目と非常

に少な く3"-7),この理由としては尿管下端のリンパ流

は下方に注いでおり,尿 管周囲のリンパ管は縦に連続

性を有していないためと考えられている8)予 後につ

いては転移性尿管腫瘍自体癌末期における全身転移の

一転移巣でありきわめて不良で本邦報告例の半数以上

が1年 以内に死亡 している.し かし前立腺原発のもの

はその他の原発に比べ予後は良いようである.こ れは

かなり進行 した前立腺癌にもホルモン治療が奏効 して

いるためと考えられる.

結 語

86歳,男 性にみられた前立腺癌原発の右尿管転移の

1例 を経験 したので若干の文献的考察 を加 え報告 し

た.
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